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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年11月期中間期 3,065 △8.1 △164 － △264 － △287 －

2025年11月期中間期 3,335 6.7 △88 － △18 － △46 －

（注）包括利益 2026年11月期中間期 19百万円（△78.6％） 2025年11月期中間期 88百万円（－％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年11月期中間期 △21.73 －

2025年11月期中間期 △7.56 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年11月期中間期 12,471 7,597 60.9

2025年11月期 11,346 5,169 45.6

（参考）自己資本 2026年11月期中間期 7,597百万円 2025年11月期 5,169百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年11月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2026年11月期 － 0.00

2026年11月期（予想） － 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,507 △3.9 △531 － △648 － △681 － △48.28

１．2026年11月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年12月１日～2026年５月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年11月期の連結業績予想（2025年12月１日～2026年11月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年11月期中間期 15,000,000株 2025年11月期 6,578,000株

②  期末自己株式数 2026年11月期中間期 －株 2025年11月期 400,048株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年11月期中間期 13,206,507株 2025年11月期中間期 6,177,952株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであ

り、多分に不確定な要素を含んでおります。また、実際の業績は業況の変化等により大きく異なる可能性があります。

当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間（2025年12月１日～2026年５月31日）における当社グループは、前年同期比にて減収、営業

損失、経常損失、親会社株主に帰属する中間純損失のいずれも損失額が拡大しました。自動認識業界の世界的な状

況としては、部品価格が上昇する一方、顧客の設備投資の抑制等により需要が減少していること等から、厳しい状

況が続いております。当社グループにおいて、前連結会計年度においては国内の一部顧客から受注が入り始めるな

ど、主要顧客の在庫調整に改善の兆しが見られる状況となっておりましたが、当中間連結会計期間においては大口

顧客の納入延期等が発生しました。

　当中間連結会計期間の売上高は、30億65百万円（前年同期比8.1％減）となりました。

　セグメントの内訳を示しますと、日本では16億28百万円（前年同期比3.5％増）、米国は３億67百万円（前年同

期比41.9％減）、欧州・アジア他は10億69百万円（前年同期比5.4％減）となりました。

　日本国内においては、第１四半期において大口顧客の納入延期等はあったものの、一部の大口顧客から受注が入

ったことなどから、売上は前年同期比で増加となりました。米国及び欧州・アジア他においては、業界不況のあお

りを受け、特に米国では主要顧客の納入延期等により、売上は大幅減となりました。

　利益面では、営業損失が１億64百万円（前年同期は88百万円の営業損失）となりました。主な要因は、コスト削

減等により販売費及び一般管理費が11百万円減少した一方、原材料価格上昇による粗利減少等により売上総利益が

87百万円減少したことなどによるものです。

　また、経常損失が２億64百万円（前年同期は18百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する中間純損失が２億87

百万円（前年同期は46百万円の親会社株主に帰属する中間純損失）となりました。主な要因は、2026年１月７日に

払込が完了した第三者割当による新株式の発行及び自己株式の処分に伴う株式交付費31百万円を営業外費用に計上

したこと、為替相場の変動に伴う為替差損64百万円を営業外費用に計上したことで為替差損益が計１億10百万円悪

化したことによるものです。

　なお、当中間連結会計期間においての為替レートは、１ドル＝156.11円、１ユーロ＝182.47円で算出しておりま

す。

（２）当中間期の財政状態の概況

　当中間連結会計期間末の総資産は124億71百万円となり、前連結会計年度末と比較して11億25百万円増加いたし

ました。主な要因は、第三者割当による払込等による現金及び預金の増加14億12百万円等により流動資産が11億68

百万円増加したことによるものです。

　負債は48億74百万円となり、前連結会計年度末と比較して13億２百万円減少いたしました。主な要因は、１年内

返済予定の長期借入金の減少３億74百万円、短期借入金の減少１億20百万円等により流動負債合計が４億27百万円

減少したこと、長期借入金の減少８億74百万円等により固定負債合計が８億74百万円減少したことによるもので

す。

　なお、純資産は75億97百万円となり、前連結会計年度末と比較して24億27百万円増加いたしました。主な要因

は、第三者割当による新株式の発行及び自己株式の処分により、資本金及び資本剰余金がそれぞれ11億23百万円増

加し、自己株式が２億12百万円減少したことによるものです。

（キャッシュ・フローの状況）

　当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較して14

億５百万円増加し、当中間連結会計期間の期末残高は50億51百万円となりました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは２億４百万円の収入（前年同期は３億23百万円の収入）となりました。

主な要因は、売上債権の減少５億41百万円等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは27百万円の支出（前年同期は４億60百万円の支出）となりました。主な

要因は、有形固定資産の取得による支出25百万円等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは10億11百万円の収入（前年同期は13億73百万円の支出）となりました。

主な要因は、株式の発行による収入22億98百万円等によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年11月期の連結業績予想につきましては、新たな経営体制の下で事業計画の策定を進めていたことから未定

としておりましたが、このたび現時点で入手可能な情報に基づき通期業績予想を算定いたしました。
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　本予想につきましては、為替を１ドル＝155円、１ユーロ＝182円と想定し、サマリーの「2026年11月期の連結業

績予想」のとおりといたしております。

　詳細につきましては、本日公表いたしました「2026年11月期通期業績予想に関するお知らせ」をご参照くださ

い。

（４）継続企業の前提に関する重要事象等

　当社グループは、前連結会計年度において、引き続き営業損失（2024年11月期 532,020千円、2025年11月期 

254,842千円）、経常損失（2024年11月期 614,400千円、2025年11月期 421,635千円）、親会社株主に帰属する当

期純損失（2024年11月期 672,018千円、2025年11月期 226,025千円）を計上しております。一方で、営業キャッシ

ュ・フローはマイナス（2024年11月期 251,334千円）を計上しておりましたが、僅かながらプラスに転じました。

また、当中間連結会計期間末の一部の取引金融機関からの借入金587,576千円については、現時点では依然として

期限の利益の喪失に係る条項を適用する旨の通知を受けていないものの財務制限条項に抵触しております。当該事

象により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる事象又は状況が存在しております。

　当該状況を解消するため当社グループは、以下の対応策を実施しております。

　① 業務人員の縮小、賞与削減による人件費及びその他経費削減

　② 製造コストを低減した新製品開発及び販売による売上総利益率の改善

　③ 売価値上げによる売上総利益率の改善

　また、資金繰りについては、当中間連結会計期間末の現金及び預金残高は5,147,020千円と十分であることに加

え、各取引金融機関には上記対応策の実施に関する説明と進捗に関する適時の報告を実施し、各取引金融機関とは

良好な関係を維持しており、今後１年間の資金繰りに懸念はないと判断しております。

　以上のことから、継続企業の前提に関して重要な不確実性は認められないと判断しております。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年11月30日)

当中間連結会計期間
(2026年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,734,650 5,147,020

受取手形 510 －

電子記録債権 734,821 397,084

売掛金 1,081,376 913,782

商品及び製品 1,494,377 1,637,615

仕掛品 149,155 124,437

原材料及び貯蔵品 1,204,752 1,081,258

その他 350,560 622,333

貸倒引当金 △23,156 △28,251

流動資産合計 8,727,047 9,895,280

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,274,827 1,250,647

機械装置及び運搬具（純額） 200,229 198,627

工具、器具及び備品（純額） 117,123 137,583

土地 554,178 554,178

リース資産（純額） 1,004 703

建設仮勘定 50,814 13,666

有形固定資産合計 2,198,179 2,155,405

無形固定資産

その他 263,634 260,827

無形固定資産合計 263,634 260,827

投資その他の資産

投資有価証券 9,901 12,421

繰延税金資産 4,770 4,640

その他 143,014 143,103

投資その他の資産合計 157,686 160,164

固定資産合計 2,619,500 2,576,397

資産合計 11,346,548 12,471,678

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年11月30日)

当中間連結会計期間
(2026年５月31日)

負債の部

流動負債

電子記録債務 135,865 80,997

買掛金 215,847 286,070

短期借入金 120,018 －

１年内返済予定の長期借入金 2,426,652 2,052,641

未払法人税等 29,875 46,859

賞与引当金 － 47,062

その他 485,258 472,374

流動負債合計 3,413,517 2,986,005

固定負債

長期借入金 2,715,767 1,840,862

リース債務 499 126

繰延税金負債 30,878 32,028

その他 16,174 15,487

固定負債合計 2,763,319 1,888,505

負債合計 6,176,836 4,874,510

純資産の部

株主資本

資本金 942,415 2,066,244

資本剰余金 219,136 1,342,965

利益剰余金 2,640,888 2,302,168

自己株式 △212,442 －

株主資本合計 3,589,997 5,711,378

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,402 6,204

為替換算調整勘定 1,573,310 1,879,584

その他の包括利益累計額合計 1,579,713 1,885,789

純資産合計 5,169,711 7,597,167

負債純資産合計 11,346,548 12,471,678
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2024年12月１日
　至　2025年５月31日)

当中間連結会計期間
(自　2025年12月１日

　至　2026年５月31日)

売上高 3,335,989 3,065,434

売上原価 2,035,539 1,852,373

売上総利益 1,300,449 1,213,060

販売費及び一般管理費 1,389,366 1,377,868

営業損失（△） △88,916 △164,807

営業外収益

受取利息 46,263 24,701

為替差益 45,709 －

受取賃貸料 8,762 2,267

その他 2,189 258

営業外収益合計 102,925 27,228

営業外費用

支払利息 32,768 30,692

株式交付費 － 31,630

為替差損 － 64,641

固定資産除却損 197 0

その他 0 73

営業外費用合計 32,966 127,038

経常損失（△） △18,958 △264,618

税金等調整前中間純損失（△） △18,958 △264,618

法人税、住民税及び事業税 27,844 23,875

法人税等調整額 △79 △1,454

法人税等合計 27,764 22,420

中間純損失（△） △46,722 △287,038

親会社株主に帰属する中間純損失（△） △46,722 △287,038

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2024年12月１日
　至　2025年５月31日)

当中間連結会計期間
(自　2025年12月１日

　至　2026年５月31日)

中間純損失（△） △46,722 △287,038

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 165 △197

為替換算調整勘定 135,414 306,273

その他の包括利益合計 135,579 306,075

中間包括利益 88,857 19,036

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 88,857 19,036

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2024年12月１日
　至　2025年５月31日)

当中間連結会計期間
(自　2025年12月１日

　至　2026年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純損失（△） △18,958 △264,618

減価償却費 80,180 74,968

貸倒引当金の増減額（△は減少） 656 3,936

賞与引当金の増減額（△は減少） 32,899 47,062

受取利息及び受取配当金 △46,378 △24,832

支払利息 32,768 30,692

株式交付費 － 31,630

為替差損益（△は益） △47,439 △691

固定資産除売却損益（△は益） 197 0

売上債権の増減額（△は増加） △46,430 541,319

棚卸資産の増減額（△は増加） 389,453 65,504

仕入債務の増減額（△は減少） 20,555 11,553

その他 △146,718 △287,605

小計 250,787 228,919

利息及び配当金の受取額 40,595 21,964

利息の支払額 △32,208 △30,129

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 36,333 △23,828

補助金の受取額 28,442 7,114

営業活動によるキャッシュ・フロー 323,950 204,040

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △2,057

定期預金の払戻による収入 100,000 －

有価証券の取得による支出 △701,181 △314,455

有価証券の償還による収入 223,956 317,388

有形固定資産の取得による支出 △133,326 △25,151

無形固定資産の取得による支出 － △3,050

拘束性預金の払戻による収入 50,000 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △460,551 △27,326

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △119,998 △120,018

長期借入金の返済による支出 △1,252,802 △1,248,916

株式の発行による収入 － 2,298,616

自己株式の処分による収入 － 82,642

リース債務の返済による支出 △335 △353

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,373,135 1,011,970

現金及び現金同等物に係る換算差額 103,628 217,076

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,406,107 1,405,761

現金及び現金同等物の期首残高 4,667,274 3,646,063

現金及び現金同等物の中間期末残高 3,261,167 5,051,825

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）1

中間連結
損益計算書

計上額
(注）2

日本 米国
欧州・アジア

他
合計

売上高

顧客との契約から生じる収益 1,572,392 632,965 1,130,631 3,335,989 － 3,335,989

(1）外部顧客への売上高 1,572,392 632,965 1,130,631 3,335,989 － 3,335,989

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
387,923 2,757 89 390,770 △390,770 －

計 1,960,316 635,722 1,130,720 3,726,759 △390,770 3,335,989

セグメント利益又は損失（△） 98,663 △124,192 △60,326 △85,855 △3,061 △88,916

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）1

中間連結
損益計算書

計上額
(注）2

日本 米国
欧州・アジア

他
合計

売上高

顧客との契約から生じる収益 1,628,119 367,621 1,069,693 3,065,434 － 3,065,434

(1）外部顧客への売上高 1,628,119 367,621 1,069,693 3,065,434 － 3,065,434

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
416,934 4,760 91,172 512,868 △512,868 －

計 2,045,054 372,382 1,160,865 3,578,302 △512,868 3,065,434

セグメント利益又は損失（△） 142,487 △200,214 △104,401 △162,127 △2,679 △164,807

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年12月１日　至　2025年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　（注）1.セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間の取引消去であります。

2.セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年12月１日　至　2026年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　（注）1.セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間の取引消去であります。

2.セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2025年11月28日開催の取締役会決議に基づき、2026年１月６日付で自己株式の消却を実施し、当中間連

結会計期間において利益剰余金及び自己株式がそれぞれ51,681千円減少しております。また、2026年１月７日を払

込期日とする第三者割当による新株式の発行及び自己株式の処分により、当中間連結会計期間において資本金及び

資本剰余金がそれぞれ1,123,829千円増加し、自己株式が160,760千円減少しております。

　この結果、当中間連結会計期間末において資本金が2,066,244千円、資本剰余金が1,342,965千円、利益剰余金が

2,302,168千円となっております。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。
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